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払
っ
た
場
合

そ
の
総
溺
苛
だ
け
元
本
を
滋
滋
し
た
と

う
に
線
開
斡
叫
判
中
〈
織
に
出
世
ら
を
賭
け
て
録
認
め
た
お
す
な
わ
弘
一
組
問
渇
卦
を
え
本
か

い
た
回
均
的
人
淡
以
後
三
に
い
く
婦
人
達
ら
差
引
い
た
叫
酬
が
鈴
本
と
を
る
と
い
、
ヲ

は
ど
ん
な
い
民
情
円
だ
っ
た
の
で
し
ょ
h

フ
か
包
相
側
判
例
が
お
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
と
も
知
る
出
む
な
〈
き
ら
仁
藷
遜
分
を
含
め
全
部
中
島
私
咋

子
供
的
拡
棋
は
広
い
火
地
が
当
然
的
ょ
た
場
合
件
、
滋
払
金
を
瀧
り
返
せ
る
と

う
仁
、
冬
‘
傘
下
M
W
燃
で
お
一
色
町
、
い
う
裁
判
例
も
あ
る
6

ピュ

i
ピュ

i
q合
主
婦
双
山
中
γ
ス
ケ
ま
た
、
雲
港
滅
的
た
め
利
成
撃

i
ト
に
打
ち
興
じ
、
黄
色
い
拍
車
士
山
間
叫
が
後
で
計
算
し
た
幅
四
よ
り
高
闘
な
議
駿
齢
制

也
事
を
知
ら
せ
新
ザ
織
が
始
ま
り
相
聞
の
ワ
な
ど
を
取
ん
れ
た
絡
会
に
は
、
安
主
に



ま

た

、

総

鳴

く

る

み

で

行

な

い

、

削

除

議

想

定

的

銭

関

な

と

、

自

転

線

利

用

タ

が

そ

こ

二

こ

と

輯

件

、

フ

中

に

宅

一

斉

に

そ

の

差

額

的

淑

議

議

求

出

来

る

と

い

う

更

な

ら

欽

ま

な

い

¥

£

ん

ど

こ

れ

だ

け

は

者

と

身

長

喜

に

対

す

る

運

転

寝

の

み

ど

り

の

嚢

言

語

き

と

広

が

り

霊

で

言

。

ぃ
!
日
わ

y
b
u山
川

郡

覚

え

て

お

こ

う

山

持

諮

問

引

い

れ

い

れ

下

は

わ

い

勺

U
M出
日

刊

日

目

日

む

片

山

1
m
Mリ
ペ
訂

正

員

り

ま

し

ょ

え

敬

正

道

交

法

N
Hい

舎

の

事

量

用

へ

ん

こ

主

主

要

長

ま

る

の

で

し

令

官

ご

と

に

告

と

い

‘

義

も

あ

宇
行
者
や
自
転
車
創
刊
胤
者
、
特
い
い
と
遂
鈴
炎
巡
渋
が
改
嫁
さ
れ
、

M
M
例月
1

務

用

ナ

る

こ

と

が

油

精

緩

づ

け

ら

れ

、

採

石

殺

に

と

ヅ

メ

め

緩

や

い

設

か

せ

て

い

る

。

ど
も
も
お
年
議
り
、
身
体
内
本
容
由
な
お
か
ら
務
付
口
基
れ
ま
し
た
@
特
に
次
的
付
自
転
車
め
淡
転
者
も
最
税
制
崩
へ
ん
メ
刊
伝
え
じ
よ
る
と
、
今
か
ら
お
よ
そ
〈
皆
川
率
的
濯
も
テ
レ
ピ
に
移
る
中
密
に
商
副
刊
に
抽
出
〈
殺
は
勇
気
安
も
っ
て
こ

五
絞
殺
的
葉
は
。
意
た
?
?
霊
点
は
筆
者
に
と
っ
て
大
明
会
も
ァ
ト
喜
朗
す
る
ヰ
つ
努
め
る
こ
と
と
九

2
0
0
言

、

業

革

禅

師

長

塁

雲

翠

青

色

に

、

主

義

は

児

立

ま

せ

ん

@

新

し

い

中

間

闘

は

今

、

れ

を

撚

殴

ず

べ

き

で

お

る

。

人

が

縮

会

総

殺

を

は

ら

う

て

安

全

に

的

で

す

か

ら

党

え

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

き

れ

ま

し

た

。

立

を

設

け

る

時

、

二

議

事

案

書

空

主

主

主

主

L

P

3

霊

あ

る

の

み

、

誌

に

と

っ

て

心

的

故

詩
持
品
?
る
な
ど
保
綴
に
努
め
ま
し
ょ
、

1

0
師
由
貿
遂
転
者
に
対
ナ
る
免
許
的
行
政
ロ
2
年
間
熱
事
紋
抑
州
議
滅
的
漆
紙
袋
が

m
れ

‘

泣

鐙

や

悶

帆

紫

が

弘

法

大

飾

的

生

こ

の

蟻

検

出

2
枠
内
M
M
P
、
初
代
的
教
捕
に
な
り
ま
し
た
ω

傾
批
判
者
弁
液
中
中
校
選
滋

芝

、

横

行

奪

自

警
J

利
用
者
は
、
雲
が
携
し
〈
な
り
ま
し

Q

1

主

義

微

な

違

反

を

し

た

埼

令

官

地

で

あ

る

童

特

設

〈

絞

て

い

母

語

寝

室

タ

京

王

控

語

ち

さ

童

2
替
の
つ
り

i
z
j
i
-
-
i
j
3
l
i
l
i
-
-
!
?

還
す
ん
を
現
字
る
ほ
か
、
薬
事
務
い
遣
は
、

1
号

落

し

と

そ

の

後

3
か

月

望

号

為

が

な

か

づ

九

る

と

よ

ろ

か

ら

絞

州

事

警

の

蓄

量

殺

し

主

主

主

主

筆

ー

と

し

て

竣

工

零

れ

た

も

季

、

禁

守

非

埼

な
ど
は
阪
総
務
付
な
い
と
を
治
閉
捕
し
‘
告
な
り
ま
す
m
w
シ
ン
ナ
ー
・
料
品
せ
い
割
問

-

K
と
き
は
、
そ
の
点
数
が
行
政
処
分
と
ん
九
霊
場
を
こ
こ
に
う
つ
し
た
と
さ
れ
主
的
役
職
で
あ
っ
た
。
小
按
く
、
を
め
し
て
き
た
内
で
:
近
花
的

a

4

1

J

1

ら
蓄
を
確
保
す

3
7に
し
ま
し
ょ
霊
格
的
差
?
畿
で
取
埼
し
む
ず
な
る
重
か
ら
は
ず
さ
札
る
こ
と
芸
作
い
手
h

ま

ぺ

毒

事

自

主

席

数

…

長

い

か

け

か

え

る

こ

と

に

し

た

あ

審

議

づ

れ

語

産

業

し

弁

え

@

暴

走

銭

円

悠

開

廷

行

に

よ

る

危

段

、

母

ま

し

た

9

4

会
総
隙
は
、
利
線
河
内
高
名
議
終
が
日
植
え
た
と
さ
れ
る
カ
ヤ
的
筏
木
一

T
す

。

ブ

i
ツ
胤
〈
紬
叫
等
華
や
か
に
冬
に
入
る
欄
間
間
滞
ゐ

l
t
i
l
i
f
-
-
i
g
i
;
i
l
i
l
i
l
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
i
!
?
l
i
l
-
-
j
e
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
』
が
あ
り
、
望
号
?
ぇ
、
主
総
柏
崎
年
は
月
例
行
に
は
雫
湖
υ

長

し

お

主

主

主

主

義

襲

撃

長

?

F

V
霊

ハ

ガ

キ

か

き

申

込

ん

で

つ

寸

J
J
J
汁
斗

J

J

E寸
」

略

報

滋

内

線

一

額

約

3

8

f

ょ

、

撃

に

は

一

株

主

題

主

主

り

、

霊

的

新

時

雨

る

る

や

女

主

張

室

。

音

寺

今

季

暴

麟

静

ま

い

二

ili--二
一

一

…

一

戸

一

集

…

一

2
t
i
e
-ら2
一
i
z
f乏し
い

i
iわり
ま

!

建

一

言

い

て

お

り

;

議

背

控

主

目

立

総

一

一

日

堅

持

一

酬

一

綿

一

縦

一

向

一

型

地

一

刊

一

一

日

間

い

が

わ

れ

一

訪

日

MHuh-長
日

刊

誌

訪

日

付

持

ち

日

記
輪
欝
鰯
執
駅

v申
込

先

語

子

謀

議

霊

制

一

三

佐

一

畑

一

澗

一

一

一

一

同

士

湖

一

竺

綿

一

利

一

三

日

か

月

な

め

に

童

し

を

し

て

着

せ

て

て

選

率

的

手

立

」

と

し

一

滋

か

ら

議

題

を

し

て

お

り

、

苦

事

に

打

ち

込

む

童

書

室

千

代

世

話
警
醸
露
間
内
陸
作
8
5
8

唯

一

一

帯

雨

五

一

世

情

亘

書

一

t
i
t
i
-ニて
お

が

知

ら

れ

て

い

そ

と

望

的

室

長

ら

れ

ま

し

た

o

i

i
鳴

け

る

産

業

j
i
i
i
l
i
-
-

下
ー

γ
i
い

巨

E
L
-
-高
一

ム

遺

品

て

は

な

い

か

e

一

i
l
l

雪

と

室

内

タ

主

主

入

り

お

川

て

る

議

ー

ー

を

と

作

権

円

二

礼

J
d
E
i

一
引
け
1
1
U
3
7
7
3
5ッ
号

令

越

冬

容

に

冷

た

い

:

;

育

児

島

h
i倫
小

iワ
ク

チ

ン

投

与

は

み

制

下

一

郎

一

側

一

竺

一

間

一

勝

一

費

量

り

な

ら

ば

議

選

で

季

一

一

一

防

災

メ

モ

樹

一

チ

ラ

イ

タ

}

コ

ゾ

プ

ビ

ニ

ー

ル

2
5党
議

事

長

官
主
義
抑
制
は
次
的
自
宅
打
ま
で
に
2
患
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
「

L
i
M
ト

い

ザ

I
「
j
]

「
h
L
2い
川
口
る
は
ず
が
で
き
い
の
は
、
震
に
一

h
vい
下

十

ー

ド

υ日
シ
i
人

警

薬

品

な

ζ

つ

ま

り

、

義

的

外

は

み

ぞ

れ

や

年

内

務

小

地

長

い
ま
す
@
臓
血
管
状
況
告
よ
く
鋭
察
し
て
定
期
的
予
防
措
種
で
す
。
お
出
か
け
的
中
京
が
凍
っ
た
り
、
機
製
し
た
り
し
時
語
昨
日

2
1
1

間
同
閣
が
あ
る
。
さ
っ
そ
〈
そ
の
絞

ι
…
〈
非
常
持
ち
出
し
の
中
味
は
}
ち
ょ
っ
と
L
た

キ

ャ

ン

ブ

や

ハ

イ

さ

菊

的

手

ヲ

ベ

を

た

れ

し

今

朝

翠

山

田

昭

子

享

義

に

記

入

す

る

よ

、

フ

心

が

け

ま

に

霊

を

測

定

し

、

問

診

察

会

よ

く

読

ま

令

。

溺

替

相

情

談

総

務

し

里

会

と

こ

ろ

、

富

ワ

一

審

物

は

喜

三

キ

ロ

、

td憾
で

日

グ

誇

〈

言

語

呉

が

必

撃

す

自

(

染

(

議

室

)

し
ょ
ヲ
。
様
子
手
一
眼
キ
ゑ
れ
ず
に
持
勢
み
正
憾
に
総
入
し
脱
皮
争
後
と
と
も
北
特
に
絞
絞
め
お
そ
れ
が
あ
る
の
は
、
言

I
U長
5
1
サ
イ
ズ
不
息
詰
諮
っ
て
裁
断
し
た
も
一
キ
ロ
が
際
液
、
山
絞
り
の
好
き
な
人
は
⑬
ト
ラ
シ
ジ
ス
タ

1
2元
一

糸

搬

な

同

盟

u
品

告

へ

吋

キ

予

後

掛

町

し

て

下

き

い

。

持

容

し

て

下

幸

い

w

次
や
き
な
ど
ニ
ろ
で
す
e

w

v

開
制
時
円
以
同
月
2
n
n
主
)
午
前
例
9
時
め
で
不
良
品
K
L
て
処
理
し
た
が
豆
一
別
で
し
ょ
う
が
、
ム
?
?
出
そ
ん
な
に
務
総
を
知
る
た
め
ぜ
V
と

も

必

発

お

帽

V

軸
田
山
摺
劇
物
叩
明
和
田
年
6
月
と
9
月
砂
川
マ
注
綴
伶
議
定
し
た
祭

。〉

ぃ一一日
一
鎗
ト
年
ぺ

(3) 

緩
め
な
い
も
め
で
弔
今
な
お
鮮
烈
に
悲

の
や
い
い
織
さ
つ
い
て
い
ま
す
。

総多目制マヤ
e
め
J
盟
主
液
れ
い
L

丹
よ

O
B
Z
U内
令

U
9
5
。
E
O言
。
事
0
6

n 守麟欝 i11醤
孟:ti万三喜惜
訟は盤機 i日空

!;i!?おI111J 
審|主 1Mli字

暴ifiifjお
緑台 i知者た 7 t返さ手
生凶器、二けさ
妥チ l Z型 :; Ulた
立案守家 h

育資う

〈
帥
刑
制
問
訂
正
〉
日
月
1
U
M
号

蛸
俳
句
め
染
谷
明
さ
ん

r
L

た
が
、
録
制
凶
年
、
経
応

義
塾
大
学
際
学
部
を
単
品
織
レ

と
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
ぬ
れ

年
の
絞
り
で
し
た
。
お
銭
び

し
て
お
乏
い
た
し
ま
す
a

を
間
四
つ
市
民
フ
ィ
ル
ハ

i
モぷ
6
2

市
軒
村
に
〈
ら
べ
て
お
そ
く
、

と
合
唱
防
を
絞
殺
し
ま
し
た
魚
市
内
に
織
総
会
伎
に
同
年
勤
務
し
、
h

は
、
ま
だ
ま
だ
文
化
的
品
聞
が
少
な
く
・
ら
な
け
れ
ば
と
、
渡
拡
声
を
ヨ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
‘
合
唱
に
し
て
も
他
的
っ
て
発
足
し
た
武
第
で
す
F

と
熱
心

に
議
コ
て
〈
れ
ま
し
た
。
校

孫
子
フ
ィ
ル
も
絞
殺
し
て
数

か
月
、
ま
だ
ま
だ
間
風
が
凝

り
な
い
号
フ
で
す
か
市
民
的

方
で
創
出
M
W
棋
審
に
短
時
的
あ

る
町
は
我
孫
子
フ
ィ
ル
に
入

集
ま
れ

" (栄)中顕間博正予ん
(35歳)

丈後だよりの檎品、皆さんがつ，コーナ

ーです応募Lて下きいα 捺w告は毎丹お8ま
で、 1人1匂でハカキiこかぎりますe 俳句を

応募きれる方位翌月の季節1:;らうたようなfi'
銭安H闘いします。応募先:市役所lk経由課l主
報統計係{殺孫子市我孫子1858)

税

淡

々

し

災

建

吏

江

時
叫
が
際
的
鈴
な
り
の
一
柿
邑
づ
診
て
母
と
挑
り
し
ふ
る

菩

と

を

ぷ

ふ

中

期

照

子

山
う
る
し
色
づ
く
制
抑
制
現
の
出
あ
U
V

に
木
の
淡
る
る
こ

中
村
祭
伎

の
す
る
ど
静

事
臨
み
ど
り

イ 霊勧妨h輩‘ 
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00 I車問子供イスホバイク
斐I(目。明)"パネj凶
換iタ伐):1:-$'-鍛〉
コ|日夕刊一刊し
lト*食著書綴惨事{さを潟g

I I滋緩めば感
ナ|を酌て下ちいi 1;電気ミシンキ大綱
|開転mぐま請人角〉
濠絶妙話車工課

小学絞め下核燃がら午後呂善寺さま

で、;子守宅遼と一議!こ滋んで下認さる

指議事長講 (11 ト〉者事事集レEまをすの

惨事詰務随所 手露連活学童主義務長持

〈中央公民絞言語〉

(4) 

韓併鍔鴎予定人質 雲母子毒事空襲宮

災i文芸与〈聖堂込含む) 険その主主

約 ?告詰ぞろ

T>際問予定聖書鈴 謀総054宝f41'ヨT

8 (予定〉
書房まま霊童8 ヲ次紋験 自主粉54f!=1

F奇14i三、 式堅実 21'司238
傍受験斑怒 (4)人怒{護若手話2o4'4

Fヨ 28かとか関手口32王~4 Fl1Eヨまで

に生該れだ王宮) (自)そのlUl (主主発

26年4Fl2B主主主主謀若手C3e年41'寺7
8cま亡し?生まれた

紗串込み 12同すおおら121'寺258
習でiご季語霊霊祭著書、iIi¥出所、

1"暇汲んで下ささい鈴

議議鮪

(密工機係議淡会) 111寺霊純比駒ついて、饗鮎〈i
紗32人主;242ゐ臓

商工紫哲まのb怠さ九理主対象に、 竹百議語、霊童さんせ二警護燃を結ぶ
， 
1>8善寺 12Fl15B (主義〉

対人事毒僚の問題を中めとした議事量 ilミットラインとして、苦手くの著書体 惨重量合繍控訴 主主孫子翼民認定説ね

事故ガ露準決されていをます。昨年は ⑮畿大ホーム童書襲撃襲警察投活動

1B殺潟 2001牛o110告書ガあり1F 歩湾8 12Fl21Eヨ(卒;)
しだ。しかし 110言語家「照会重義務T>車製会襲撃F野e善事総 cr:市役所前・

はおこ利用する151:fいますが聖堂主主 判在日制D分②養護主義奇襲経15言語。午

砂チーマ r語審玄人¢訴し15J 主主要務2患の葱畿の妨げとおり績で'1o 総8l持活分
〈主監事言、 税者寄〉

砂主主催我3草子市k我主義手形重重工 110蓄はIEしく、惑を3ついて、 J 一一一 一叩--

念、関芸術工業会 麟よ〈かけて下さい。 i縮機寝 鳥 j示
¥ 必 領よ〈隅しますので、その醐 ---一一一一--¥
¥食筒幾績のレントゲン篠弘ミ 昌、

lごそって貴重力〈答えてくださいの @宍鈴車内議事軍慰金

会竜王潟襲撃します。

炉問将 121'寺58 午後1il幸ぬ分
砂襲露両庁 商工会総

房総覇軍 言論斜哲学療興協会波警葬祭1

張主総書誌を警のみなぜ主んを対象f之上ノ

ンドゲン稜霊安fヨいます。

炉問的 12Fき 午蕊泌総30分

t:i512苦吾、午後守 的1:1うご3事専務で

砂襲撃療 護軍工会館

〈食6義援詰~組合〉

一容一
一世
μ
一

一回融一
二
」
一

一
句
」
一
一査一
一
潟
一

一則前一

一
u

統
一

一
世
南
一
一工一
号室去を然iと暴露するすべての事主要所 3ff奇

を対建設!と12月31Eヨ去母校の工業統議十
議溺老若爽筋します。

この善幸査Id:.機運草案o書室建設後幸男
をうか!とし、終妥当分析、産幾分析や

事警護控室電1:f言語

援事業主持fこ護署長室票{fi'sり設すので

抑制腕受11綴りましょういなとι一絞殺級、料閥、パー、議総務
く♂λもれ渦殺害発滋夜知

どで飽食しだり、主哲治しますと、 放主義子yワス〈株)"は範「自主jス

その料金に対し紛争話め弘毅絞話題等

議場襲警絞tJ1:11:Jり殺す。 これおの王室

砂事事擦入量竜 1モヨ で!話、君!潟苦言から斜金とおね1"号誌

が問合せ佼'l'1Jツ絞 殺を滋殺し、季語金o領時文是正て7ある
智〈84)5241 Co閣のみ3 公治領119吉正樫発行しま之まので、 iil~

ノ
マ

¥ ず公総領収量正を受I:tF設りきましょう。
く市渓スキー事皇室t) ': 

ー悶 A
邸側崎明268 C年末資金滋資)

かをう29B B既日3初54王手号 線的Q]中!JriE畿のみ忽さんは対

切かそう19B

砂綴目庁 止!R手空襲護費三と重量星電スキ 糧

事券幾重義人敏 奇書続格モヨ

きかま重量喪 主立~\望書 中級務

惨費用 15，(育活向〈祭スキー代金

i話会京ず〉

し八王手末o筒士入や従望書長警のilて
…ナス等o重建設毛、絞めとおり豊富
量還しています。

惨事込受初期限 12湾

砂露遺霊童控室E護憲章 中小企豊能奇襲 500万
問、 主韮t吉f自li5F弓

判的言寄祭主主をます建設iこ丈}スもれ機筋

潟摂除雪号機養護鞍行ってい殺をす。

淡約締に留守絞っ疋あ"51-21立総皇室

長当などを雲記入した連綴ハヌゴキを震

いてまいり家宅Toごの1¥11キガ入

つだおはザご王霊泉喜子おも込書塁内野

我主晶子市下ケ盟82-4175

持uEヨ1主大l!!'よごみ合1，¥1Fをずので、 10
隣怒らnてる塁2k童日1鵠をご約

br一

昨

ゆ

〉

h

つ

斡

間

約

一

打
。
時
日
。
官
約
一

門

L

q

H

M

す
窓
一

で
で
荷
い
ま
担
割
一

悲

綴

じ

ν

竜
一

千
間
あ
つ
い
?
?
一

包
り
打
蹴
制
緩
山
一
~

3

B
を

忍

裁

で

の

と

報

へ

〈

一

い

引

翠

醤

=

さ

紛

で

似

山

一

だ

内

務

A
T

ケ

く

閃

怒

m

w

一一

間

今

し

一

山

則

的

紙

。

閉

山

一

金

で

い

汐

ご

同
同
時
間
さ
〉
…
一

〉
組
問
だ
明
日
一

家

数

〈

〈

一

ぃ

紫
翁
ゐ
期
綿
花
一

f
獄
門
的
制
端

M
桝

ご

箆

取

し

議

惜

一

“

季

、

防

庁

一

会

お

四

時

一

棚

削

工

均

一

一

拶

綴

よ

甘

い

一

恐

〈

C
A
m

一

串

盟

問

〉

間

一

h
v
込
古
川
惨
一

f

開
斑
し
会
惜
糊

お
る
入
機
械
時

間
出
一
一

9

記

数

決

一

望

を

湾

仇

v

m
桝
穐
醤
輪
車
な

お

に

鐙

に

m
M

キ
、
お
悶
四

百

ガ

議

時

間

段

差

八

氏

子

、

砂

、

孫

へ

明
籾
込
一
間
我
謂
持

e

事
仲
世
間
縄
円
す

翁

錦

、

1
J
柏

制

法

捜
怒
と
問
問
品
批
判
J

h
p
h
v

名

我

捻

紛

で'fIJI'号を濯げてくZささい。

杯持獲さを添t?ごノタ でi品約書菱

電器の滅され;1と潟重要主主jさ!こ障害容め知

議案者を察につけ℃いただくた必、 Z更

のとありさE主主筆宣察在開綴い廷しま

すので議気事委iとお串iみ下おし'0
1>8時 12附68 午後1il善治ら

少望書語時 1号戸市lJ¥熊本;人束事事総

合間行主主的記;;F当事選豪雪間栄主要警護

野内務おIE問機5若手づぐりへの

{謀総 議賢 若葉子干潟子

1>著書Z目 ど主主綬でも参加t制緩Eますむ
か申込方法 1¥1:Jキガ議議器で住所

氏名をお紛ら投下さいa

1>串込先 紛戸市小熊本書寝室長告をき

符庁務的平家重量松戸線鈎生活セン

タ 暗号473(61) 2111勾照 266
紗綾E語科熊料

⑨定例会

議>E宝草寺 12Fl1日 〈議〉 守ニ誌ijl0雲寺

から午後努

惨燭所 総β ・2主主寺普

争縁組t作幾望書労力語審主主活霊童

2土

3el 

砂罪悪念士主 総禁足蹴82-8730

b月白 12"ヲ(モヨ〉間支q:Jlt
p重量君主 我孫子露日目立ヰしむ と宇毒事8
書事 長襲警重大弁匝君臨時読むの切符はさき

El警護って下ささい。

1>符移 母段、主主車道水

4争参車電沼刀ウントと祭総会

争湾包 12Fll08 (凶〕紛失中止

T>嬢合 主翼線子治僚主再 午前9時

明るし
T>q:J雇通夜幸さん〈久寺家262-35)
かをうつくし事事綴守禄宵芸書!こニコ:ンど

ベビー1J~5約の寄贈があり殺し

砂漠観さん〈久寺家262・3)力ら

つくし務綴1保育皇室I-2Jiミぜかい13{

き21本o護憲塁審ガあり殺しだ。
皆きさんのごまま怒!と務裂し荷効12:

稜わt!:ていだt:!意欲令。

1主総-1主総点 5火

的

∞
 

岳
山

∞
徳川広

餓
鍛
九
四
幣

縄
問
上
叩一総出間

後
中
軸
醐

四紅一間
ご
祖
じ

阻
掛
児
コ

山
昭
調
円
つ

砂

耐

即同
月

d
抽
寸

区内リf
 
x
 

ふん域区田町制料開制問
同区画世エ

弘
VL

 
H4 
ぞ務友田親需則一議鰐口綴

が
れ下共

。

公

守ま

が工事量調鱒 昭和例年ヲ支Eヨま

は通行えあるいは片側殺行lとなの で

ます。ござ不空をおおけ主主しさま寸が 炉提覇者き投 下水量筆談

、生ゴミミのt:plこカン、
プラスチック殺の不燃
務者受入れないr::.11
(クリーンセンター〉

怨88-0664

隠6到.vJ'!ljjlftj
一一一ij'fdl9:3()-

11:
竺竺士

官 ?木叩僻市総縦約告別な∞

b 8会
~I 

398 




